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新冠小学校学習発表参観日 『マスクに負けない冠小パワー』

朝日小学校学芸会 『みんながかがやく宝石のようなステージを！！』

朝日小学校３ ・ ４年生
「自由発表 『七色スマイル』」

朝日小学校５ ・ ６年生 「自由発表 『思い出に何を残そうか ･･･』」

新冠小学校５年生 「音楽 『星笛』、 『情熱大陸』 ほか」

新冠小学校１年生
「劇 『オムニバス ・むかしばなし』」



令和４年度　　全国学力 ・ 学習状況調査結果の公表
　４月19日（火）に実施された令和４年度全国学力・

学習状況調査の結果及び分析についてお知らせし

ます。

　平成 19 年度から開始され今年度で 16 回目の実

施となる本調査は、全国の小学校６年生と中学校

３年生を対象に、①教科に関する調査として国語、

算数・数学及び３年に一度行われる理科の３教科。

②生活習慣や学習環境等に関する児童・生徒質問

紙調査が行われました。

　本調査の結果をもとに、教育委員会では教育施

策の充実を、各学校では教育活動の改善・充実に

向けた取り組みを進めていきます。つきましては、

保護者・地域の皆さまのご理解とご協力をお願い

します。

【調査結果の概要】

　小学校は、全国平均と比較して、国語・算数 

・理科ともに【低い】という結果となりました。

　各領域の状況は次の通りです。

【学力状況の概要】

　国語では「言語文化に関する事項」が【ほぼ

同様】、「言葉の特徴や使い方に関する事項」・「読

むこと」・「話すこと・聞くこと」が【やや低い】、

「書くこと」が【非常に低い】という結果とな

りました。

　算数では「データの活用」が【やや低い】、「数

と計算」・「図形」・「変化と関係」がいずれも【低

い】という結果となりました。

　理科では「エネルギー」・「生命」を柱とする

領域が【ほぼ同様】、「地球」を柱とする領域が【や

や低い】、「粒子」を柱とする領域が【低い】と

いう結果となりました。

新冠町内小学校（学校数２校、受験児童数 37 人）

【今後の学力向上策について】
　今年度、新冠小学校では「指導法工夫改善事業」、

「新冠町研究推進指定事業」、朝日小学校では「統

廃合加配事業」、新冠中学校では「北海道ふるさ

と教育・観光教育推進事業」などの指定校事業な

どを受け、教育活動や授業・指導法の改善に取り

組んでいます。

　また、教育委員会においても、幼小中連携、学力・

体力向上、ＩＣＴ教育、特別支援教育などの推進

や教育環境の整備（町負担教職員配置、一人一台

端末の整備など）に取り組んでいます。

【新冠町教育委員会の学力向上策】
☆幼小中接続・小中一貫を意識した教育課程の推進

☆カリキュラムマネジメントと授業改善による教

育活動の「質の向上」

☆ＩＣＴ機器を効果的に活用した「個別的な学び」

と「協働的な学び」の一体的な充実と一人一台端

末の有効活用

☆校種連携による学習規律の徹底と保護者と連携

した家庭学習の習慣化

●問い合わせ先

　教育委員会管理課管理グループ　☎ 0146・47・2547

【児童質問紙調査の結果から】　（全国との比較）

＜良かった点＞（あてはまる・だいたいあてはまる）

○学校に行くのは楽しいと思う

　→　97.3％（全国差 +11.9％）

○今住んでいる地域の行事に参加している

　→　86.4％（全国差 +33.7％）

○地域や社会をよくするために何をすべきか考えることが

ある　→　78.4％ （全国差 +27.1％）

○自分で計画を立てて勉強をしている

　→　81.0％（全国差 +9.9％）

○普段一日あたり 30分以上読書をしている

　→　48.6％（全国差 +12.2％）

＜課　題＞

●普段一日あたり３時間以上ゲームをしている

　→　40.5％（全国差 +9.8％）

●携帯電話、スマホやコンピュータの使い方について、家

の人と約束したことを守っている

　→　56.7％（全国差 -14.8％）

●５年生までに受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩ

ＣＴ機器を週３回以上使用した

　→　37.8％（全国差 -20.4％）

【各小学校の主な学力向上の取り組み】

＜新冠小学校＞

☆算数科の複数指導体制による少人数指導

☆基礎基本の習熟を中心としたＩＣＴ機器の有

効活用

☆主体的に考え、対話的に学ぶ授業態度の育成

☆「振り返り」を重視した授業構成の見直し

☆学習習慣づくりを目指した家庭学習の保護者

への啓発と情報発信

☆放課後学習による基礎基本の習熟の徹底

＜朝日小学校＞

☆朝日小スタイルの確立（課題設定－自力解決

－協働解決－まとめ－振り返り－家庭学習）

☆学習過程の工夫（解いてみたい学習課題の設  

定、振り返る時間の確保）

☆表現力と読解力を育んでいくための授業改善

☆ＩＣＴ機器を活用した授業づくり

【調査結果の概要】

　中学校は、全国平均と比較して、国語・理

科ともに【ほぼ同様】、数学は【やや低い】と

いう結果となりました。

　各領域の状況は次の通りです。

【学力状況の概要】

　国語では「書くこと」・「情報扱い方に関す

る事項」が【非常に高い】、「読むこと」・「言

語文化に関する事項」が【やや高い】、「話す

こと・聞くこと」・「言葉の特徴や使い方」が【や

や低い】という結果となりました。

　数学では「データの活用」が【同様】、他の領

域はいずれも【低い】という結果となりました。

　理科では「地球」を柱とする領域が【やや高

い】、他の領域はいずれも【ほぼ同様】という

結果となりました。

新冠町内中学校（学校数１校、受験生徒数 41 人）

【生徒質問紙調査の結果から】　（全国との比較）

＜良かった点＞（あてはまる・だいたいあてはまる）

○地域や社会をよくするために何をすべきか考えること   

がある　→　68.3％（全国差 +27.6％）

○授業中に自分で調べる場面で、ＰＣやタブレットなどの

ＩＣＴ機器を週３回以上使用した

　→　60.9％（全国差 +23.7％）

＜課　題＞

●平日の家庭学習時間が１時間未満である

　→　41.5％（全国差 +11.1％）

●普段一日あたり３時間以上携帯電話やスマホでＳＮＳ　

や動画視聴などをしている　→　46.4％（全国差 +16.9％）

【中学校の主な学力向上の取り組み】

＜新冠中学校＞

☆生徒の学ぶ意欲を高めるための組織的な校内

研修の推進

☆ペア学習やグループ学習など協働的な学習活

動の推進

☆家庭学習の質を高めるための工夫

☆デジタル教材「学びポケット」を活用した補

充的な学習活動の確立

☆放課後や長期休業を活用した補充学習

【教科に関する調査結果】

【教科に関する調査結果】
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10
月
１
日
か
ら
「
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
」
が
始
ま
り
、

町
共
同
募
金
委
員
会
は
、
道
の

駅
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
ロ
ー
ド
で
街

頭
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
町
内
外
か
ら
多

く
の
方
々
が
募
金
活
動
に
協
力

い
た
だ
き
、
約
５
万
６
千
円
の

厚
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、

高
齢
者
・
子
ど
も
・
障
が
い
者

な
ど
を
対
象
と
し
た
幅
広
い
福

祉
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
始
ま
る

街
頭
募
金
で
約
５
万
６
千
円
の
厚
意

ま ち の

話 題
あ れ こ れ

　

10
月
16
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
町
民
ホ
ー

ル
で
「
第
52
回
新
冠
町
民
文
化
祭
芸
能
発

表
会
」
が
開
か
れ
、
11
団
体
が
出
演
し
、

約
１
６
０
名
の
方
が
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

発
表
会
は
、
新
冠
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

素
晴
ら
し
い
演
奏
で
幕
を
開
け
、
合
唱
、

太
鼓
、
民
謡
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
21
日
か
ら
23
日
ま
で
の
３
日
間

は
、
総
合
作
品
展
が
開
か
れ
、
書
道
や
絵

画
、
写
真
、
陶
芸
な
ど
の
ほ
か
、
小
学
校

や
認
定
こ
ど
も
園
、
福
祉
施
設
の
作
品
な

ど
、
約
４
５
０
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

第
52
回
新
冠
町
民
文
化
祭

３
年
ぶ
り
に

観
客
動
員 

芸
能
発
表
会

　

10
月
９
日
、
新
冠
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主

催
の
「
ス
ポ
ー
ツ
の
日
記
念
新
冠
町
地
区

別
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
賞
贈
呈
式
」

が
行
わ
れ
、
次
の
４
名
の
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

・
小
守　

優
仁　
（
Ｂ
＆
Ｇ
新
冠
町
海
洋
ク
ラ
ブ
）

・
小
守　

悠
馬　
（
Ｂ
＆
Ｇ
新
冠
町
海
洋
ク
ラ
ブ
）

・
駒
澤　

光　
　
（
Ｂ
＆
Ｇ
新
冠
町
海
洋
ク
ラ
ブ
）

・
福
田　

誠
弥　

（
新
冠
町
柔
道
協
会
）

　

地
区
別
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
「
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
」「
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」「
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
」
の
３
種
目
、
計
16
チ
ー
ム

１
３
１
名
の
町
民
の
方
々
が
参
加
し
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫

し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
日
記
念
大
会

５
年
ぶ
り
に
開
催

　

10
月
１
日
、
判
官
館
森
林
公
園

で
、
資
料
館
と
図
書
プ
ラ
ザ
の
連

携
事
業
「
そ
う
だ
！
山
へ
行
こ

う
!!
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
と
読
み
聞
か
せ
の
会

び
っ
く
り
箱
メ
ン
バ
ー
の
ご
協

力
の
も
と
、
判
官
館
の
散
策
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
ア
イ
ヌ

文
化
や
新
冠
に
関
す
る
歴
史
の

ク
イ
ズ
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
約
50
名
が
参

加
し
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

ウ
ン
！
キ
ム 

タ 

パ
イ
ェ
ア
ン
ロ
!!

in
ポ
ロ
シ
リ

生
活
館

　

10
月
26
日
、
町
内
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
へ
ド
ロ
ー
ン
を
寄
贈

し
た
、
神
戸
市
の
ミ
ル
ト
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
永
山
勝
敏
代
表

が
来
庁
さ
れ
、
山
本
副
町
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
山
代
表
は
「
新
冠
町
は
軽

種
馬
で
繋
が
り
が
深
い
町
で
あ

る
。
子
ど
も
た
ち
が
寄
贈
し
た

ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
体
験
を
す
る

こ
と
で
、
新
し
い
技
術
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い

で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ミ
ル
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の

永
山
代
表
が

ド
ロ
ー
ン
１
５
０
機
寄
贈

　

檜
山
管
内
江
差
町
で
開
催
さ

れ
た
「
第
24
回
江
差
追
分
少
年

全
国
大
会
」
で
準
優
勝
を
果
た

し
た
新
冠
中
学
校
３
年
生
の
澁

谷
菜
帆
さ
ん
が
、
10
月
３
日
、

鳴
海
町
長
に
結
果
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

準
優
勝
に
輝
い
た
澁
谷
さ
ん

は
「
民
謡
は
日
本
の
文
化
や
伝

統
を
学
べ
て
と
て
も
お
も
し
ろ

い
。
続
け
ら
れ
る
環
境
が
あ
れ

ば
高
校
に
行
っ
て
も
続
け
た

い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

澁
谷　

菜
帆
さ
ん
が
表
敬
訪
問

江
差
追
分
全
国
大
会　

準
優
勝

　

10
月
４
日
、
町
農
協
青
年
部

（
白
戸
雄
太
郎
部
長
）
が
育
て
た

「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
約
50
㌔
」
と
「
食

と
農
の
学
習
帳
50
冊
」
を
町
内

の
小
中
学
校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

同
青
年
部
は
、
食
育
の
一
環

と
し
て
収
穫
体
験
事
業
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
再
拡
大
の
影
響

に
よ
り
体
験
事
業
を
中
止
し
、

学
校
給
食
を
通
し
て
地
元
食
材

を
児
童
生
徒
に
届
け
ら
れ
る
よ

う
に
と
学
校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

農
協
青
年
部　

町
内
小
中
学
校
へ

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
寄
贈

　

10
月
６
日
、
字
朝
日
の
長

濱
チ
エ
さ
ん
が
、
令
和
５
年

１
月
14
日
で
１
０
０
歳
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
長
寿
の
お

祝
い
と
し
て
、
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
祝
状
と
銀
杯
、
ま
た
、

新
冠
町
か
ら
感
謝
の
意
を
込

め
て
、
長
寿
祝
い
金
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

長
濱
チ
エ
さ
ん
は
、
１
０
０

歳
と
は
思
え
な
い
ぐ
ら
い
大
変

元
気
で
、
当
日
、
家
族
も
駆
け

つ
け
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

朝
日　

長
濱　

チ
エ
さ
ん

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

10
月
11
日
、
室
蘭
経
営
研
究

会
（
小
金
澤
昇
平
会
長
）
は
未

就
学
児
向
け
絵
本
６
冊
と
小
中

学
生
向
け
図
鑑
１
組
を
奥
村
教

育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

同
研
究
会
は
、
令
和
２
年
か
ら
、

若
い
世
代
に
建
設
業
の
魅
力
を
伝

え
る
こ
と
を
目
的
に
胆
振
と
日
高

の
市
町
を
対
象
に
、
土
木
に
関
わ

る
絵
本
な
ど
を
寄
贈
。
小
金
澤
会

長
は
「
絵
本
や
図
鑑
で
建
設
業
を

理
解
し
て
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て

ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

絵
本
６
冊
と

図
鑑
１
組
（
３
巻
セ
ッ
ト
）

室
蘭
経
営
研
究
会
が

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　

10
月
21
日
、
新
ひ
だ
か
町
の

株
式
会
社
出
口
組
（
出
口
直

沖
社
長
）
よ
り
、
当
町
が
掲
げ

る
「
思
い
や
り
と
笑
顔
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
対
し
、

５
０
０
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

出
口
社
長
は
、「
当
社
の
社
員

が
多
く
居
住
す
る
新
冠
町
の
ま

ち
づ
く
り
活
性
化
に
役
立
て
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
普
及
に
も
繋
が
る

と
嬉
し
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

㈱
出
口
組
が
５
０
０
万
円
を
寄
附
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ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●まちづくりに役立ててと

☆斉藤　敏和 （20,000円）

☆田端　しづゑ （20,000,000円）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆佐藤　順子 （古布２袋）

☆葛野　弘子 （古布３袋）

☆佐々木　克子 （古布２袋）

☆石井　和子 （かぼちゃ42.2kg）

☆木村　千鶴子 （カット布２袋）

☆匿　名 （紳士服９着）

☆あいあい荘 （古布４袋）

☆理容　さとう （タオル２袋）

☆シンユウファーム （人参19.6kg）

☆ボランティアグループあゆみ （カット布 14 束）

☆ボランティアグループちょぼら （カット布７袋）

新冠町社会福祉協議会へ
●香典返しに代えて

☆德田　利則 （50,000円）

●福祉事業に役立ててと

☆中地　広大 （古布２袋）

☆匿　名 （古布１袋）

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

１1
月

14日（月） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

16日（水） 10：00～12：00 からだリセット講座 東町生活館

22日（火）
受付10：00～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

レ・コード館
受付 13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

１2
月

10日（土） ９：30～13：30 おやこの楽しい料理教室 東町生活館

12日（月） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

14日（水） 10：00～12：00 からだリセット講座 東町生活館

15日（木） 13：15～15：30 ５歳児相談 レ・コード館

27日（火）
受付10：00～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

レ・コード館
受付 13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

　町長が地域の皆さんのところに出向き、皆さんと膝を交えて、町

の取り組みや各種事業の方向性などの説明を行うとともに、地域

が抱えている課題などの意見交換を行いたいと考えていますので、

ぜひ、会場にお集まりください。

 ●問い合わせ先：企画課まちづくりグループ広報統計係

　　　　　　　　　　　　　　　　  ☎ 0146・47・2498

　町政懇談会は町長が地域や各

種団体の方々と膝を交えて話し

合い、「開かれた行政」を推進す

るため、また、町民と行政の協

働のまちづくりを進めることを

目的に開催します。

【対象団体】

①産業団体

②体育協会加盟団体及び文化協

会加盟団体

③その他任意団体

【開催内容】

①時間は１時間程度を予定

②開催希望日の１カ月前までに

下記までお申し込みください

●問い合わせ先

　企画課まちづくりグループ

　　　　　☎ 0146・47・2498

町政懇談会の開催を

希望する団体を募集します
町政懇談会開催のお知らせ

期日 時間 対象地区 開催場所

11/21（月）
13：30～ 14：30 若園・新栄・泉・岩清水 泉生活館

18：30～ 19：30
夕日ヶ丘・北星町

レ・コードの森・東町
レ・コード館

11/22（火）

10：00～ 11：00 高江・朝日 朝日農村環境改善センター

13：30～ 14：30 緑丘・古岸 緑丘生活センター

18：30～ 19：30 中央町・本町 本町多目的交流センター

11/24（木）

10：00～ 11：00 共栄・東川 共栄生活館

13：30～ 14：30 美宇・太陽・新和・里平 太陽開拓婦人ホーム

18：00～ 19：00 西泊津・東泊津 泊津生活館

11/28（月）
13：30～ 14：30 大狩部 大狩部生活センター

18：00～ 19：00 節婦町 節婦生活館

11/29（火） 13：30～ 14：30 大富・万世・明和 万世生活センター

★おしゃべりルーム★
・期日　①11月 17日（木）10時～11時 30分

　　　　②12月 ８日（木）10時～11時 30分

・内容　①『ぬいぐるみのお泊まり会』

　　　　②『クリスマスリース制作』

・申し込み期間

　　　　① 11 月 15 日（火）まで

　　　　② 12 月 ６日（火）まで

・定員　①５～６組程度（０歳～就学前）

　　　　②５組（０歳～就学前）

★チャイルドランド★
・期日　12月 15日（木）10時～11時 30分

・内容　『クリスマス会』

・申し込み期間　

　　　　12 月 13 日（火）まで

・定員　 10 組 ( ０歳～就学前）

　　　　※２グループに分けて実施

※新型コロナウイ

ルス感染症の状況

により人数制限お

よび延期または中

止する場合があり

ます。

●問い合わせ先

　子育て支援センター　☎ 0146・47・4525

農地の転用制度　転用許可を忘れずに

　農地に住宅や農業経営に必要な施設を建設する場

合、あるいは資材置場や道路など農地以外にする場

合には、農地転用許可が必要となります。

　この農地転用に係る申請

については、農業委員会の

審議を経て、道（知事）へ

送られ審議された後、許可

（もしくは不許可）となり

ます。

　許可を受けずに建物を建設したり、許可の内容と

異なることを行った場合は、工事の中止、原状回復

などの指導が行われ、改善されない場合「農地法違反」

として、懲役や罰金が科せられることとなります。

　農地転用には他の法令の許可（農業振興地域指定

の変更など）も必要となる場合もあることから、申

請から許可されるまでに相

当の日数を要しますので、

転用の計画がある時はお気

軽に農業委員会までご相談

の上、早急に申請手続きを

お願いします。

●問い合わせ先

　農業委員会事務局　☎ 0146・47・2472

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －

ノロウイルスの予防対策
　ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は毎

年冬季に流行します。感染経路には食品からの感

染と人から人への感染（感染者のおう吐物やふん

便、経口・飛沫・空気感染）があります。抵抗力

の弱い乳幼児や高齢者では重症化しやすいため特

に予防が大切です。

○予防の基本は手洗い・うがい

　手洗い・うがいは感染症予防の基本となります。

感染の多くは人の手にウイルスがつくことから始

まるため、こまめに手を洗うことが重要です。帰

宅時、調理前、食事前、トイレ後などは時間をか

けて手指の隅々まで洗うようにしましょう。

○食品を中心部まで加熱

　食品についたノロウイルスを撃退するためには

加熱が最も有効です。食品の中心部まで確実に加

熱しましょう。

○こまめな掃除

　ふだんの生活から清掃や衛生管理に気を抜かな

いことも大切です。トイレや洗面所、キッチン、

ドアノブなどはうすめの消毒液でこまめに拭き取

ると安心です。定期的な部屋の換気も心がけま

しょう。

○感染してもウイルスを広げないために

　感染者のおう吐物やふん便にはノロウイルスが

含まれているため、おう吐物処理には消毒液（0.1%

次亜塩素酸ナトリウム液）を使用します。

【対処手順】

　①マスク・手袋を着用する。②消毒液に浸した

ペーパータオルでおう吐物をふき取りごみ袋へ。

③、②の場所にペーパータオルを広げ、消毒液を

かけて 10 分以上おき、その後水ぶきする。④ふ

き取った物・手袋などをごみ袋に捨てる。

【0.1% 次亜塩素酸ナトリウム液の作り方】

　500 ｍｌのペットボトルにキャップ 2 杯分

（10ml）の塩素系漂白剤（例：キッチンハイター）

を入れ満杯まで水を加える。

　ふだんの生活から意識して感染症予防に取り組

みましょう。

●問い合わせ先：保健福祉課健康推進係　☎ 0146・47・2113

　新型コロナウイルス感染症の状況により中止及び延期す

る場合があります。事業の詳細は、対象者への個別案内や

町政事務委託文書などでお知らせします。
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O A・文具
リバティーはしもと

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

　

北
海
道
警
察
で
は
、
令
和
４
年

10
月
11
日
（
火
）
か
ら
北
海
道
警

察
公
式
防
犯
ア
プ
リ
「
ほ
く
と
ポ

リ
ス
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

「
ほ
く
と
ポ
リ
ス
」
で
は
、
北

海
道
内
の
犯
罪
、
不
審
者
、
特

殊
詐
欺
情
報
を
表
示
す
る
ほ
か
、

防
犯
ブ
ザ
ー
・
ち
か
ん
対
策
機

能
等
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
安
全
と

安
心
な
暮
ら
し
を
支
援
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
ほ
く
と
く

ん
防
犯
メ
ー
ル
・
ツ
イ
ッ
タ
ー

ア
カ
ウ
ン
ト
「
北
海
道
警
察
防

犯
情
報
発
信
室
」
の
表
示
機
能
・

警
察
署
、
交
番
な
ど
の
表
示
と

ル
ー
ト
検
索
機
能
な
ど
様
々
な

機
能
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

静
内
警
察
署
刑
事
・
生
活
安
全
課

☎
０
１
４
６
・
４
３
・
０
１
１
０

　
　

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
開
設
日

11
月-

14
日
（
月
）・
16
日
（
水
）

　
　
　

21
日
（
月
）・
28
日
（
月
）

　
　
　

30
日
（
水
）

12
月-

５
日
（
月
）・
７
日
（
水
）

　
　
　

12
日
（
月
）・
14
日
（
水
）

　
　
　

19
日
（
月
）・
21
日
（
水
）

・
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

・
予
約
受
付　

10
時
～
16
時
（
平
日
）

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

　

　

12
月
4
日
（
日
）
か
ら
10
日
（
土
）

は
「
人
権
週
間
」
で
す
。

　

こ
れ
に
併
せ
本
期
間
中
、
札
幌

法
務
局
日
高
支
局
及
び
日
高
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
各
地
域

に
お
い
て
特
設
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
新
冠
町
で
は
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

○
日
時　

12
月
８
日　

10
時
～
15
時

○
場
所　

レ･

コ
ー
ド
館

　

家
庭
内
の
問
題
、
子
ど
も
や
高

齢
者
の
問
題
、
隣
近
所
の
も
め
ご

と
な
ど
、
幅
広
い
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

札
幌
法
務
局
日
高
支
局

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
４
１
５

　

冬
に
吹
雪
で
見
通
し
の
き
か
な

い
道
路
で
は
通
行
止
め
の
規
制
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

通
行
止
め
区
間
へ
脇
道
か
ら
侵

入
す
る
と
、
吹
き
だ
ま
り
に
衝
突

し
た
り
、
車
両
が
ス
タ
ッ
ク
し
孤

立
す
る
な
ど
、
命
に
か
か
わ
る
重

大
な
事
故
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
大
変
危
険
で
す
の
で
指
定

さ
れ
た
迂
回
路
の
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
通
行
規
制
の
状
況
は
次

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い

ま
す
。

○
通
行
規
制
情
報

北
海
道
地
区
道
路
情
報
の
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
s
:
/
/
i
n
f
o
-
r
o
a
d
.
h
d
b
.
h
k
d
.

m
l
i
t
.
g
o
.
j
p
/
R
o
a
d
I
n
f
o
/
i
n
d
e
x
.

htm●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
胆
振
総
合
振
興
局
室
蘭
建
設

管
理
部
維
持
管
理
課
道
路
管
理
係

☎
０
１
４
３
・
２
４
・
９
８
７
３

　

ほ
く
で
ん
は
、
新
冠
川
上
流
の

岩
清
水
ダ
ム
か
ら
河
川
に
放
流
す

る
場
合
、
川
の
中
や
近
く
に
い
る

人
に
対
し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
「
上

流
ダ
ム
か
ら
の
放
流
開
始
と
安
全

な
場
所
へ
の
移
動
」
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ダ
ム
放
流
の
お
知
ら

せ
を
聞
い
た
と
き
は
、
直
ち
に
安
全

な
場
所
に
お
移
り
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
清
水
発
電
所
で
は
、

出
力
の
変
更
に
伴
い
、
発
電
に
使

う
河
川
水
の
量
を
増
減
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
河
川

の
水
位
も
増
減
し
ま
す
の
で
、
川

の
中
や
川
の
近
く
に
行
か
れ
る
際

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

ほ
く
で
ん
静
内
水
力
セ
ン
タ
ー
土
木
課

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
４
２
９

　

昭
和
45
年
、
ア
ジ
ア
で
初
め
て

技
能
五
輪
国
際
大
会
が
日
本
で
開

催
さ
れ
、
開
会
式
が
行
わ
れ
た
11

月
10
日
を
記
念
し
、
こ
の
日
を
「
技

能
の
日
」、
11
月
を
「
職
業
能
力
開

発
促
進
月
間
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
高
管
内
で
は
、
こ
の
月
間

中
に
、
技
能
に
対
す
る
正
し
い

認
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
多

く
の
職
種
に
携
わ
る
「
技
能
者
」

の
技
能
と
社
会
的
地
位
の
向
上

を
図
る
た
め
、
例
年
開
催
し
て

い
る
「
技
能
者
の
集
い
」
を
今

年
も
次
の
と
お
り
開
催
し
、
技

能
尊
重
運
動
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

○
日
高
管
内
「
技
能
者
の
集
い
」

・
日
時　

11
月
22
日 

午
後
４
時
～

・
場
所　

新
ひ
だ
か
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ
先

日
高
地
方
技
能
訓
練
協
会

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
２
３
９
４

　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に

入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お

持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。

○
ご
融
資
額　

お
子
さ
ま
１
人

に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

○
金
利　

年
１
・
８
０
％

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
１
・
４
０
％

（
令
和
４
年
５
月
２
日
現
在
）

○
ご
返
済
期
間　

18
年
以
内

○
Ｈ
Ｐ　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で

検
索

●
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
３
・
５
３
２
１
・
８
６
５
６

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

新冠消防団員の募集
　日高中部消防組合消防署新

冠支署では、「新冠町を守る消

防団員」を募集しています。

　主な活動内容は、火災出動、

自然災害出動、消火訓練、応

急手当指導などです。

　新冠町内に居住又は勤務し

ている18歳以上の方を対象に、

職業を問わず募集しています

ので、消防団組織・活動内容・

各種報酬・補

償内容などに

ついて気にな

る方は、消防

署新冠支署庶

務係まで気軽

にお問い合わ

せください。

●問い合わせ先

　消防署新冠支署庶務係

　☎ 0146・47・2666

通
行
規
制
区
間
へ
の

進
入
の
危
険
性
に
つ
い
て

é

～古布を集めています～

　ご自宅に古シーツや古着な

どの布製品がありましたら、

老人ホーム恵寿荘・新冠町社

会福祉協議会にご持参くださ

い。

「
人
権
週
間
」
相
談
所
開
設

新
冠
川
上
流
ダ
ム
か
ら
の

放
流
時
の
お
知
ら
せ

平日 10：00～16：00（12：00～13：00を除く）
0146-42-8373相談予約

ダイヤル

無料
面談
電話完全

国
の

教
育
ロ
ー
ン
の
ご

案
内

自衛隊札幌地方協力本部
静内分駐所

（TEL）0146-44-2855

出演 / 大野 楽生
　　 川上 乃希香
澁谷 菜帆 • 中谷 翔子
新川 恵生 ・ 遠藤 愛歩
石澤 大和 ・ 宅石 賢太郎
遠藤 博文 ・ 澁谷 さち
大野 姫楽 ・ 石澤 咲良
石澤 和也 ・ 坪原 功和
<特別出演>金田一 仁志

（声の出演）大野 由紀 ・ 石澤 麻梨子 

�

楽生
乃希香
中谷 翔子
遠藤 愛歩
宅石 賢太郎
澁谷 さち
石澤 咲良
坪原 功和
金田一 仁志

大野 由紀 ・ 石澤 麻梨子 

�

作・演出・美術 / 坪原 功和
プロデュース / 中川 光雄

振付 / 品田 彩
音響 / ムーヴ
　　  畑 文子
照明 / ムーヴ

　　   

市民劇団ど・こ～れ新冠　第25回定期公演

「北海道村１グランプリ」

ほ
く
と
ポ
リ
ス
運
用
開
始

ぜ
ひ
ご
登
録
を

職
業
能
力
開
発
促
進
月
間

インストールは
こちら！！
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新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢 私の将来の夢は、

じゅう医の資格を

もった鳥の研究者

になることです。理

由は鳥が好きだか

らです。

服部　澪

私の今の将来の夢

は、動物に関わる

仕 事 が し た い と

思っています。

西山　晴陽

ぼくの将来の夢は、

新冠町役場で働き

たいです。理由は

町民の人達の役に

立ちたいからです。

福田　貴叶

将来の夢は、ようち

園の先生になりた

いです。小さい子が

大好きだからです。

きっとみんな可愛

いと思います。

久井　優月

今月の一冊

レコード誕生物語
その時、名盤が生まれた

レコード芸術 編／音楽之友社

　さまざまなクラシックレコー

ドの名盤が誕生する瞬間を、録

音当時の音楽家の状況、レコー

ド会社の経営状態、プロデュー

サーの意向など、時代背景を含

めた様子や情報を盛り込みなが

ら活写する。

新着ガイド
生きベタさん 釈 徹宗

中央分水嶺を旅する 栗田 貞多男

円安が日本を滅ぼす 野口 悠紀雄

アイヌのビーズ 池谷 和信

世界のふしぎなことわざ図鑑 北村 孝一

蝶が来る庭 海野 和男

「家トレ」のきほん 石田 竜生

刺し子糸で楽しむ刺繍 堀川 波

漢字の使い分け図鑑   円満字 二郎

invert　2 相沢 沙呼

ハヤブサ消防団   池井戸 潤

怪盗フラヌールの巡回 西尾 維新

裂けた明日 佐々木 譲

競争の番人　2 新川 帆立

腹を割ったら血が出るだけさ   住野 よる

こいごころ（しゃばけシリーズ21） 畠中 恵

あきない世傳金と銀　13 高田 郁

地球、この複雑なる惑星に暮らすこと ヤマザキ マリ

アニマル号（移動図書館車）運行日程

12：50～ 13：20 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

12：45～ 13：10 新冠中学校

11：00～ 11：15 おうるの郷

12：15～ 12：30 子ども発達支援センター

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30 認定こども園ド・レ・ミ

10：10～ 10：30 朝日小学校

12：50～ 13：20 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

11：00～ 11：15 おうるの郷

12：15～ 12：30 子ども発達支援センター

12：45～ 13：10 新冠中学校

10：10～ 10：30 朝日小学校

11：00～ 11：15 太陽郵便局

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30 認定こども園ド・レ・ミ

11 月 11 日

16 日

17 日

25 日

12 月１日

２日

８日

14 日

15 日

16 日

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

☆びっくり箱のおはなし会
11 月 23日（水・祝）10：30～

　　　　　　　　　赤ちゃん絵本の読み聞かせ

11月 26日（土）13：30～　定例読み聞かせ

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザ　おはなしのへや

　事前申込不要ですが、状況により予告なく中

止となる場合があります。中止となった場合は、

図書プラザＨＰなどでお知らせします。

　ご来館時はマスク着用、手指消毒や検温など

の感染予防対策にご協力ください。

☆びっくり箱の冬のお楽しみ会
　毎年恒例『びっくり箱の冬のお楽しみ会』を

12 月３日（土）に開催します！

　人形劇や大型絵本の読み聞かせなど、ワクワ

クする出し物がいっぱい！

　日時や場所などの詳細は、図書プラザ内掲示

のポスターや、生涯学習だより「まなボード」

などでお知らせします。

※12月の図書プラザでのおはなし

会はお休みです

夜間開館のお知らせ

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

　

「
社
日
」
は
、
五
穀
豊
穣
や
収
穫
へ
の
感
謝
、

地
域
の
鎮
守
神
と
し
て
ま
つ
ら
れ
る
石
碑
で
す
。

碑
の
形
は
町
内
に
お
い
て
は
二
種
類
あ
り
、「
五

角
柱
」
と
「
板
状
」
が
あ
り
ま
す
。
町
内
で
は
、

馬
頭
観
音
碑
と
並
ん
で
数
が
多
い
種
類
の
石
碑
と

な
り
ま
す
。

　

新
栄
に
あ
る
社
日
は
板
状
の
も
の
で
、
前
面
に

「
社
日
」
の
文
字
の
み
を
刻
ん
で
い
ま
す
。
以
前

は
こ
の
石
碑
に
、
神
様
に
ま
つ
る
た
め
の
「
綱
」

を
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
新
冠
の
碑
（
い
し
ぶ
み
）」
25

　『
社
日
（
新
栄
地
区
）
』

○
社
日
（
し
ゃ
に
ち
）

　
建
立
年
月
　
昭
和
56
年
７
月

　
所
在
地
　
　
新
栄
（
新
栄
生
活
セ
ン
タ
ー
）

　
高
　
さ
　
　
約
２
ｍ

図書プラザＨＰ
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発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
４
年
11
月
11
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
４
年
11
月
号
（
通
巻
672
号
）

人の

うごき

人　口 5,206人 （前月比 ±	 ０人）

　男 2,579人 （前月比	 ＋	 8 人）

　女 2,627人 （前月比	 －	 8 人）

世 帯 2,785世帯 （前月比 ＋	10世帯）
（令和４年 10 月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 25件 （ 28件）

287件 （267件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

 ３人（０人）

12人（７人）

死　者

０人（０人）

０人（１人）

火災件数

０件（１件）

６件（５件）

発生件数

１件（０件）

７件（７件）

区　分

10月

４年１～ 10月

区　分

10月

４年１～ 10月

９月 21日～ 10月 20日までの届出分（敬称略）

●おくやみ申し上げます

德田　榮子 　９５歳 節婦町

斉藤　ハルヱ 　９４歳 大狩部

中本　ヨシ子 　９２歳 高　江

中村　房江 　９５歳 本　町

三好　三枝子 　９５歳 北星町

☆広報に掲載してほしくない方は届出

のとき、町民生活課住民係へお申し出

ください。

●お問い合わせ先

町民生活課町民生活グループ住民係

　　　　　　　		☎ 0146・47・2112

戸  籍  の  窓

　

第
五
十
一
話

　「
滑
若
と
岩
清
水
の
岩
屋
に
つ
い
て
（
語
り
）」

（
要
約
文
）

　

戦
前
の
滑
若
（
今
の
泉
や
若
園
付
近
）
の
様
子
は
、

萱
葺
き
の
家
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
瓦
の
家
と
い

う
と
古
川
さ
ん
の
家
く
ら
い
だ
っ
た
。
店
は
佐
藤

さ
ん
と
い
う
方
が
商
店
を
や
っ
て
い
た
。
岡
さ
ん

も
日
用
雑
貨
や
お
酒
な
ど
を
売
っ
て
い
た
。
こ
の

地
域
に
は
、
今
の
泉
地
区
に
二
十
五
戸
く
ら
い
、

若
園
地
区
に
六
戸
く
ら
い
、
そ
し
て
後
に
十
八
戸

地
区
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
に
は
一
戸
、
古
岸
よ
り

の
と
こ
ろ
に
一
戸
の
家
が
あ
り
ま
し
た
。
十
八
戸

地
区
は
、
戦
後
に
な
っ
て
十
八
戸
の
入
植
者
が
い

た
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
土
地
を
ア
イ
ヌ
民
族
は
「
ペ
ピ
リ
カ
ッ
プ
」

と
い
う
呼
び
方
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
の
滑
若
橋

辺
り
を
指
し
ま
す
。
こ
の
近
く
の
新
冠
川
か
ら
流

れ
出
て
い
る
水
が
清
流
で
、
「
き
れ
い
な
水
」
と
い

う
意
味
で
こ
の
よ
う
に
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　

滑
若
か
ら
岩
清
水
に
行
く
道
路
が
延
び
た
の
は
、

昭
和
二
十
年
代
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
以
前
は
細
々

と
し
た
、
せ
い
ぜ
い
馬
ソ
リ
が
通
れ
る
く
ら
い
の

道
で
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
奥
地
で
造
材
を
運
搬

す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
以
前

の
岩
清
水
は
、
道
が
細
い
危
険
な
場
所
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

私
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
で
あ
る
父
か
ら
、
「
昔
、
狩

猟
の
時
に
寝
起
き
す
る
た
め
に
使
っ
て
い
た
大

き
な
岩
屋
が
あ
る
か
ら
行
っ
て
み
ろ
」
と
言
わ

れ
、
初
め
て
そ
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。
実
際
に

行
っ
て
見
て
み
る
と
、
あ
ま
り
の
岩
の
大
き
さ
に

ワ
ァ
ー
っ
と
目
を
見
張
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

父
の
話
に
よ
る
と
、
父
の
叔
父
に
あ
た
る
古
川

ア
シ
ン
ノ
カ
ル
と
、
そ
こ
を
拠
点
と
し
て
狩
り
を

し
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
昔
、
岩
清
水
の

奥
に
熊
の
穴
が
あ
っ
た
そ
う
で
、
古
川
が
十
五
頭
、

父
が
五
頭
の
ク
マ
を
狩
り
、
岩
屋
を
拠
点
と
し
て

猟
師
の
良
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
た
よ
う

で
す
。
こ
の
岩
屋
は
、定
住
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

狩
り
を
す
る
と
き
に
一
時
的
に
寝
泊
り
す
る
場
所

と
し
て
使
い
ま
し
た
。
こ
の
近
く
に
は
小
さ
な
沢

が
流
れ
て
い
て
、ア
イ
ヌ
語
で
は
「
オ
ケ
ン
ル
ン
ペ
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
電
源
開
発
で
こ
の
岩
屋
の
そ
ば
に
ダ

ム
が
で
き
ま
し
た
。
岩
屋
自
体
は
昔
な
が
ら
の
姿

で
す
が
、
岩
の
下
の
方
は
ダ
ム
の
水
の
増
減
に
よ
っ

て
、
環
境
の
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ダ

ム
が
な
け
れ
ば
、
よ
り
昔
に
近
い
岩
屋
の
様
子
が

わ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
ね
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

昔のアイヌ民族が狩猟する際の
休憩場として使っていた「岩屋」。
岩の陰を利用して寝泊まりして
いたという。発電ダムができて
からは、岩陰に水が出入りする
ようになった。

町公式ホームページ 町公式フェイスブック

＜防火の基本はそこに住む人の自覚です。＞
火災による被害をなくすためには、日ごろから火災を発生さ
せないよう注意するのはもちろんですが、万が一出火したと
きにどのように行動すべきかを覚えておくことも大切です。
被害を最小限に抑えるために、家族、地域ぐるみで防火意識
を高めましょう！ 　　　　　　　　　　 　　　　　　消防署新冠支署


